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特
集

2016

第100号

10
 O

ctober 第
100号

10October

（平成２８年８月末実績参考）
組合員数 6,596名（団体含）

69,699百万円
18,639百万円

2,231.4億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

701,887千円
54,534千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報

JAだより100号記念特集

JAだよりは
創刊100号を
迎えました

ＪＡ白山収穫感謝祭ＪＡ白山収穫感謝祭ＪＡ白山収穫感謝祭2016

日時 10月16日（日）  10：00～15：00
内容 ●園児による遊戯 
 11：00　鳥越保育園 
 11：30　吉野保育所 
 ●地域文化の伝承発見 
 １２：００　尾 口 地 区   文弥人形浄瑠璃でくまわし 
 １３：００　吉野谷地区  吉野まほろば（踊り）
 １４：００　鳥 越 地 区   城山太鼓
 ●農産物の販売・経済品の販売
 　ＪＡ白山商品、自動車、農機、
 　ガス器具、暖房器具、墓石等

蝶屋支店 蝶屋支店前広場

つるぎ・大神支店 ＪＡ白山本店（多目的ホール・駐車場）

手取支店 手取支店駐車場

日時 10月23日（日）  9：00～15：00
内容 10：00 和太鼓･･･美川あっ晴太鼓 
 10：30 鼓隊演奏「新世界」･･･湊保育園（お遊戯） 
 11：00 餅つき 
 11：30 フラダンス･･･ハナサチコフラスクール 
 12：00 キッズダンス 
 12：30 民謡･･･美川民謡会 
 13：00 ジャズバンド･･･Ｍ４ 
 13：30 餅つき 
 14：00 よさこい･･･渚一世風靡 
 14：30 ビンゴ大会

日時 11月12日（土）  9：00～15：00
内容 ●地元農産物（果実、菌茸類、地元加工品等） 
 ●提携ファーマーズマーケットからの仕入
  （りんご、みかん等） 
 ●生活購買品（ガス、生活用品、耐久財、果樹） 
 ●明倫ＯＢ吹奏楽、鶴来高校太鼓、舘畑地区太鼓、
  消防梯子登り、幼稚園遊戯、 
 ●ゲーム（射的、スーパーボールすくい）、ガチャガチャ
 ●やきそば、たこ焼き、やきとり、そば、こんかにしん、うどん、
  中華まん、ドリンク、 フランクフルト、岩魚塩焼き
 ●出店：クレープ（ラフェスタ）、鯛焼き（まるしょう） 

●模擬店
　イワナ塩焼き、焼きそば、やきとり、
　フランクフルト、スイーツ、ヨーヨーすくい   

●展示品
　鳥越・吉野保育
　園児の作品展   

●模擬店
　焼きそば、牛串、フランクフルト、炊込みごはん、
　コロッケ、ソフトドリンク、スイーツ、綿菓子
●たのしい！ ビンゴ大会、バスケットビンゴ、輪投げ、
　ヨーヨーすくい 

ふるまい鍋、
ふるまい餅、おにぎり

無料配布！

ふるまい鍋、ふるまい餅
無料配布！

来場者プレゼント
レトルトご飯、

玄米茶ペットボトル

おにぎり、シシ鍋
無料配布！
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Ｊ
Ａ
白
山
は
平
成
19
年
４
月
の
合
併
か
ら
本
年
は
合
併
10
周
年
と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
広
報
誌
も
合
併
時
の
発
行
か
ら
こ
の
10
月
号
を

も
っ
て
記
念
の
１
０
０
号
発
行
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
組
合
員
皆
様
の
ご
愛
読
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
の
活
動
内
容
を
中
心
に
、
協
力
組
織
の
活
動
、
地
域
社
会
の
情
報
等
各
種
の
情
報
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
広
報
誌
は
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ
重
要
な
組
織
の
情
報
誌
で
す
。
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
す
る
中
、
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
時
代
の
変
化
に
対
処
し
な
が
ら
組
織
の
活
性
化
と
強
化
及
び
地
域
社
会
の
発
展
に
繋
が
る

情
報
の
提
供
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
組
織
で
あ
り
、
広
報
誌
は
「
食
と
農
」
、
組
合
員
、
地
域
社
会
の
活
動
情
報
の
提
供
を
通
じ
て

絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
は
今
般
の
１
０
０
号
を
１
つ
の
節
目
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
期
待
さ
れ
る
広
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
愛
読
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
０
０
号
記
念
発
行
に
あ
たって  
１
０
０
号
記
念
発
行
に
あ
たって  

平
成
19
年

４
月
１
日 

合
併
記
念
式
典 

８
月
８
日 

Ａ
コ
ー
プ
手
取
店
オ
ー
プ
ン 

８
月
13
日 

手
取
支
店
開
設 

平
成
21
年

11
月
13
日 

Ｊ
Ａ
白
山
白
峰
支
店
新
築
移
転 

平
成
22
年

４
月
12
日 

ブ
ラ
ン
ド
米
ネ
ー
ミ
ン
グ
発
表
会 

特
別
栽
培
米「
比
咩
の
米
」 

10
月
16
日 

Ａ
コ
ー
プ
蝶
屋
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

平
成
23
年

10
月
５・６
日 

女
性
部
設
立
60
周
年
記
念
研
修 

平
成
24
年

３
月
18
日 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
断
固
反
対
す
る
街
頭
宣
伝
活
動 

４
月
１
日 

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
販
売
開
始 

７
月
１
日
〜
９
月
30
日

 

新
規
組
合
員
加
入（
１
５
０
０
人
増
員
）推
進
運
動

７
月
７
日 

食
農
教
育「
親
子
料
理
教
室
よ
い
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」開
始

９
月
22
日 

マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ
ー
開
設  

12
月
15
日 

手
取
支
店
改
装
及
び
手
取
支
店
倉
庫
完
成 

平
成
25
年

５
月
13
日 

つ
る
ぎ
支
店
開
設 

６
月
１
日 

合
併
７
周
年
記
念
組
合
員
感
謝
の
集
い 

平
成
26
年

５
月
15
日 

女
性
大
学
開
校
式
及
び
第
一
回
女
性
大
学 

平
成
27
年

６
月
30
日  

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
オ
ー
プ
ン 

７
月
14
日 

手
取
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
改
修
工
事
完
成 

９
月
26
日 

役
職
員
・
運
営
委
員
合
同
研
修
会

平
成
28
年

７
月
12
日  

白
峰
支
店
移
転
新
築
工
事
着
工 

ひ
め

ま
い

合併記念式典合併記念式典

手取支店開設

食農教育

感謝の集い

つるぎ支店開設

プライベート
ブランド商品

特別栽培米 「比咩の米」

Ｊ
Ａ
白
山 
こ
れ
ま
で
の
主
な
出
来
事 

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

Ｊ
Ａ
白
山
役
員
選
任
方
針
（
案
）に
つ
い
て

（
可
決
）　

第
２
号
議
案　

平
成
28
年
産
手
取
Ｃ
Ｅ
地
域
限
定
米
の
取

扱
い
に
つ
い
て（
可
決
）　

第
３
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て（
可
決
）

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
28
年
８
月
末
事
業
実
績
に
つ
い
て　

②　

平
成
28
年
産
米
集
荷
状
況
に
つ
い
て

③　

内
部
統
制
等
に
か
か
る
指
導
要
綱
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基

本
方
針
に
基
づ
く
「
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
」

に
つ
い
て

④　

平
成
28
年
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果

に
つ
い
て　

⑤　

平
成
28
年
度
支
店
運
営
委
員
及
び
総
代
と
の
意
見

交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て　

⑥　

平
成
28
年
度
「
手
取
支
店
収
穫
感
謝
祭
」の
開
催
に
つ

い
て　

⑦　

平
成
28
年
度
「
蝶
屋
支
店
収
穫
感
謝
祭
」の
開
催
に
つ

い
て　

⑧　

平
成
28
年
度
「
つ
る
ぎ
・
大
神
支
店
収
穫
感
謝
祭
」の

開
催
に
つ
い
て　

⑨　

そ
の
他　

第
７
回
理
事
会
　
日
時
／
平
成
28
年
９
月
29
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り
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写真後方左から、営農経済部知田次長、吉本営農部長、山下支店長、澤田支店長、田畑支店長、吉本支店長、髙橋支店長
前列左から前田営農経済部長、吉田総務部長、中田金融共済部長

「地域に根ざした営農部」 
　合併以来「持続可能な農業」と「豊かで暮らしやすい地
域社会」の実現に向けて取り組んできました。農業従事者
の人材不足、農産物の消費・流通構造の急激な変化に組合
員の方々から多くの意見が寄せられています。 
　その声を真摯に受け止め、担い手経営体を含む組合員の
多様なニーズに応える事業方式への取り組みを急務とする
中、より満足度の高い事業を展開していきます。精米販売
や卸売業者への販路を拡大するとともに、低コスト生産技
術の確立・普及、土壌診断に基づく無駄の無い施肥や低成
分肥料への銘柄集約、水稲直播栽培等省力技術の確立によ
る生産コストの引き下げなど、営農部は農業所得の増大に
むけ取り組んでまいります。 
 営農経済部長　前 田  浩 司

「ＪＡ白山がめざすもの」 
　組合員の世代交代が進む中、当ＪＡでは農協と組合員のつながりを深めるため、新規組合員加入運動を実施し、
合併以降現在、組合員総数を6,600人まで拡充できました。 
　また、総務部では一支店一協同活動をはじめとする様々な活動に取り組み、広報誌・ＨＰでみなさまへ情報発信
しています。 
　昨年６月にオープンした大型農産物直売所「よらんかいねぇ広場」は、開店以来多くの方にご来店いただき、確
実に地産地消の拡大につながっており、これもひとえに組合員方のご理解、ご協力の賜物であると感謝しております。
これからも地域の活性化に役職員一丸となって取り組んでまいります。  総務部長　吉 田  誠 一

「改正農協法施行後におけるＪＡ改革の取組みについて」 
　ＪＡ白山の創造的自己改革「農業者の所得増大」・「農業生産の拡大」の取組みは、昨年の「よらんかいねぇ広場」のオー
プンによって後押しされています。 
　白峰支店管内は少子高齢化が徐々に進行している地域ですが、そうした地域にこそＪＡは生活インフラ機能の拠点となる
べく、今年度支店の新築工事を行っています。「地域の活性化」は中山間地域の組合員はじめ住民の方が心より念願してい
るところであり、その実現に向けた自己改革の取組みです。 
　地域の皆様の生活拠点として、地域に寄り添い、農協の可能性を拓き続けます。 
　今後ともご指導、ご鞭撻とともにご利用のほどよろしくお願いいたします。 白峰支店長　山 下  次 久

「信用・共済事業」 
　ＪＡの信用事業は、一般の金融機関と異なり、農業経営
基盤強化資金など、農業金融の役割を担っています。また、
地域に根ざした金融機関として各種ローン相談など、地域
の資金ニーズへの対応にも積極的に取り組んでいます。 
　共済事業では、管内の組合員やその家族また、地域住民
の病気やケガ、災害などさまざまなリスクに対する保障を
提供し、生活の安定と将来の安心を図っています。さらに、
農業経営の法人化などを見据え、農業リスク分野への取り
組みを強化しています。
　また、健康で安心して暮らせる環境づくりに貢献するた
め、交通安全運動や高齢者向け健康増進活動、子育て支援
サービスの一環として、ベビーマッサージ教室を開催する
など、さまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。農業
の６次産業化や食農教育の支援、被災者支援などにも力を
入れています。 金融共済部長　中 田  俊 成

「地域の拠点として」 
　蝶屋支店は蝶屋・美川・湊の３地区を中心として、米や
大豆などのおいしい作物がたくさん採れます。平成28年
度は旧蝶屋育苗センターを改造し、ネギの集出荷施設や保
冷庫を新設しました。 
　ＪＡ改革基本戦略の第一の柱である「農業者の所得増大」

「農業生産の拡大」に向け、蝶屋ネギのブランド化を目指し、
積極的なＰＲに努めてまいります。
　第二の柱である「地域・組織の活性化」としては、一支
店一協同活動の取組みを行っております。地区の老人会と
連携し、ふれあいサロンの応援や振込詐欺被害防止講習会
等、地域の方が安心できる活動に取組み、また、次世代と
は親子農園・料理教室、ベビーマッサージ等の親睦を大切
にしてまいります。 
　ＪＡを取り巻く厳しい状況のなか、蝶屋支店はこの２つ
の柱を基本に置き、組合員並びに地域住民の方が安心でき
るよう、職員一同、地域に浸透し、そして存在感のある店
舗を目指してまいります。 蝶屋支店長　髙 橋  和 則

「地域の活性化と新たな関係づくり」 
　ここ数年農業・農協を巡る情勢は大きく変化し、ＪＡグ
ループを挙げて反対運動を展開してきたＴＰＰが大筋合意
となり、重要５品目を守るとの国会決議を遵守したとは思
えず、国内農業に対する影響が、また、第1次世代の組合
員の減少により、組合員のＪＡ離れも懸念されています。
　このような情勢の中、新たな組合員や次世代とのつなが
りを深めることが必要であり、地域の活性化、地域に根ざ
した支店づくりがますます重要であると考えます。 
　当支店としては、園児との農業体験や地域ふれあいサロ
ンへの参加など年間を通し、地域の皆様とのつながりを深
めており、その情報、取組みを、かわら版を通じて紹介し
てきました。 
　今後はより一層地域の方々とのふれあいの場を企画し、
拡大したいと思いますし、その活動が、地域の活性化に結
びつくと考えています。組合員、地域の方々に対し、感動
をあたえられる職員を育成し地域に根ざした支店づくりを
目指したいと思います。 つるぎ支店長　吉 本  智 昭

「地域の拠点として」 
　大神支店は手取扇状地の扇のかなめ、白山麓の入り口に
立地しています。管内は中山間地が多く、白山より沢山の
恵みを受けている反面、農地としての条件は厳しいものが
あります。 
　また、少子高齢化の中、高齢者だけの世帯も増えています。
そのような中で、多くの農家が、米価の下落、後継者問題、
鳥獣害の深刻化、耕作放棄地の増加等様々な課題を抱えて
農業を営んでおり、今まで以上にＪＡの役割が重要になって
いるのではないでしょうか。 
　また、非農家の組合員にとっても、暮らしを支える中に
おいてＪＡは決して小さな存在ではないと思います。支店と
して取り組めることは限られますが、一つ一つ解決へ向け
て努力していかなければなりません。 
　この地域の拠点として、組合員の皆様に信頼され、頼ら
れる店舗としてこれからも職員一同、一生懸命務めさせて
いただきます。 大神支店長　田 畑  政 行

「地域に愛される支店」 
　ＪＡ白山の第四次中期３か年計画の基本方針「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に基づき、
手取支店は、今回の感謝祭において、地域の農家の方々
が生産された野菜を直接消費者に販売します。消費者の
皆様に地元野菜の美味しさ、良さを理解していただき、
生産者の皆様の意欲向上に繋げるきっかけになればと考
えています。 
　また、地域の方々との交流・親睦を図るため、ゴルフ
大会や今年度はグランドゴルフの大会も開催しました。 
　地域に愛され、親しまれる支店を目指して参ります。 
 手取支店長　澤 田  和 彦

私たちは人と人とのつながり、相互扶助を大事にし、
地域農業の維持発展と豊かな地域社会にむけて努力します。
私たちは人と人とのつながり、相互扶助を大事にし、

地域農業の維持発展と豊かな地域社会にむけて努力します。

ＪＡだより を記念してＪＡだより を記念して100号



5 4平成28年10月発行　JAだよりJAだより　平成28年10月発行

写真後方左から、営農経済部知田次長、吉本営農部長、山下支店長、澤田支店長、田畑支店長、吉本支店長、髙橋支店長
前列左から前田営農経済部長、吉田総務部長、中田金融共済部長

「地域に根ざした営農部」 
　合併以来「持続可能な農業」と「豊かで暮らしやすい地
域社会」の実現に向けて取り組んできました。農業従事者
の人材不足、農産物の消費・流通構造の急激な変化に組合
員の方々から多くの意見が寄せられています。 
　その声を真摯に受け止め、担い手経営体を含む組合員の
多様なニーズに応える事業方式への取り組みを急務とする
中、より満足度の高い事業を展開していきます。精米販売
や卸売業者への販路を拡大するとともに、低コスト生産技
術の確立・普及、土壌診断に基づく無駄の無い施肥や低成
分肥料への銘柄集約、水稲直播栽培等省力技術の確立によ
る生産コストの引き下げなど、営農部は農業所得の増大に
むけ取り組んでまいります。 
 営農経済部長　前 田  浩 司

「ＪＡ白山がめざすもの」 
　組合員の世代交代が進む中、当ＪＡでは農協と組合員のつながりを深めるため、新規組合員加入運動を実施し、
合併以降現在、組合員総数を6,600人まで拡充できました。 
　また、総務部では一支店一協同活動をはじめとする様々な活動に取り組み、広報誌・ＨＰでみなさまへ情報発信
しています。 
　昨年６月にオープンした大型農産物直売所「よらんかいねぇ広場」は、開店以来多くの方にご来店いただき、確
実に地産地消の拡大につながっており、これもひとえに組合員方のご理解、ご協力の賜物であると感謝しております。
これからも地域の活性化に役職員一丸となって取り組んでまいります。  総務部長　吉 田  誠 一

「改正農協法施行後におけるＪＡ改革の取組みについて」 
　ＪＡ白山の創造的自己改革「農業者の所得増大」・「農業生産の拡大」の取組みは、昨年の「よらんかいねぇ広場」のオー
プンによって後押しされています。 
　白峰支店管内は少子高齢化が徐々に進行している地域ですが、そうした地域にこそＪＡは生活インフラ機能の拠点となる
べく、今年度支店の新築工事を行っています。「地域の活性化」は中山間地域の組合員はじめ住民の方が心より念願してい
るところであり、その実現に向けた自己改革の取組みです。 
　地域の皆様の生活拠点として、地域に寄り添い、農協の可能性を拓き続けます。 
　今後ともご指導、ご鞭撻とともにご利用のほどよろしくお願いいたします。 白峰支店長　山 下  次 久

「信用・共済事業」 
　ＪＡの信用事業は、一般の金融機関と異なり、農業経営
基盤強化資金など、農業金融の役割を担っています。また、
地域に根ざした金融機関として各種ローン相談など、地域
の資金ニーズへの対応にも積極的に取り組んでいます。 
　共済事業では、管内の組合員やその家族また、地域住民
の病気やケガ、災害などさまざまなリスクに対する保障を
提供し、生活の安定と将来の安心を図っています。さらに、
農業経営の法人化などを見据え、農業リスク分野への取り
組みを強化しています。
　また、健康で安心して暮らせる環境づくりに貢献するた
め、交通安全運動や高齢者向け健康増進活動、子育て支援
サービスの一環として、ベビーマッサージ教室を開催する
など、さまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。農業
の６次産業化や食農教育の支援、被災者支援などにも力を
入れています。 金融共済部長　中 田  俊 成

「地域の拠点として」 
　蝶屋支店は蝶屋・美川・湊の３地区を中心として、米や
大豆などのおいしい作物がたくさん採れます。平成28年
度は旧蝶屋育苗センターを改造し、ネギの集出荷施設や保
冷庫を新設しました。 
　ＪＡ改革基本戦略の第一の柱である「農業者の所得増大」

「農業生産の拡大」に向け、蝶屋ネギのブランド化を目指し、
積極的なＰＲに努めてまいります。
　第二の柱である「地域・組織の活性化」としては、一支
店一協同活動の取組みを行っております。地区の老人会と
連携し、ふれあいサロンの応援や振込詐欺被害防止講習会
等、地域の方が安心できる活動に取組み、また、次世代と
は親子農園・料理教室、ベビーマッサージ等の親睦を大切
にしてまいります。 
　ＪＡを取り巻く厳しい状況のなか、蝶屋支店はこの２つ
の柱を基本に置き、組合員並びに地域住民の方が安心でき
るよう、職員一同、地域に浸透し、そして存在感のある店
舗を目指してまいります。 蝶屋支店長　髙 橋  和 則

「地域の活性化と新たな関係づくり」 
　ここ数年農業・農協を巡る情勢は大きく変化し、ＪＡグ
ループを挙げて反対運動を展開してきたＴＰＰが大筋合意
となり、重要５品目を守るとの国会決議を遵守したとは思
えず、国内農業に対する影響が、また、第1次世代の組合
員の減少により、組合員のＪＡ離れも懸念されています。
　このような情勢の中、新たな組合員や次世代とのつなが
りを深めることが必要であり、地域の活性化、地域に根ざ
した支店づくりがますます重要であると考えます。 
　当支店としては、園児との農業体験や地域ふれあいサロ
ンへの参加など年間を通し、地域の皆様とのつながりを深
めており、その情報、取組みを、かわら版を通じて紹介し
てきました。 
　今後はより一層地域の方々とのふれあいの場を企画し、
拡大したいと思いますし、その活動が、地域の活性化に結
びつくと考えています。組合員、地域の方々に対し、感動
をあたえられる職員を育成し地域に根ざした支店づくりを
目指したいと思います。 つるぎ支店長　吉 本  智 昭

「地域の拠点として」 
　大神支店は手取扇状地の扇のかなめ、白山麓の入り口に
立地しています。管内は中山間地が多く、白山より沢山の
恵みを受けている反面、農地としての条件は厳しいものが
あります。 
　また、少子高齢化の中、高齢者だけの世帯も増えています。
そのような中で、多くの農家が、米価の下落、後継者問題、
鳥獣害の深刻化、耕作放棄地の増加等様々な課題を抱えて
農業を営んでおり、今まで以上にＪＡの役割が重要になって
いるのではないでしょうか。 
　また、非農家の組合員にとっても、暮らしを支える中に
おいてＪＡは決して小さな存在ではないと思います。支店と
して取り組めることは限られますが、一つ一つ解決へ向け
て努力していかなければなりません。 
　この地域の拠点として、組合員の皆様に信頼され、頼ら
れる店舗としてこれからも職員一同、一生懸命務めさせて
いただきます。 大神支店長　田 畑  政 行

「地域に愛される支店」 
　ＪＡ白山の第四次中期３か年計画の基本方針「農業者
の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」に基づき、
手取支店は、今回の感謝祭において、地域の農家の方々
が生産された野菜を直接消費者に販売します。消費者の
皆様に地元野菜の美味しさ、良さを理解していただき、
生産者の皆様の意欲向上に繋げるきっかけになればと考
えています。 
　また、地域の方々との交流・親睦を図るため、ゴルフ
大会や今年度はグランドゴルフの大会も開催しました。 
　地域に愛され、親しまれる支店を目指して参ります。 
 手取支店長　澤 田  和 彦

私たちは人と人とのつながり、相互扶助を大事にし、
地域農業の維持発展と豊かな地域社会にむけて努力します。
私たちは人と人とのつながり、相互扶助を大事にし、

地域農業の維持発展と豊かな地域社会にむけて努力します。
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の
カ
ム
・
ウ
ォ
ン
所
長
に
よ
る
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
で
は
人
口
の
約
６
割
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

米
の
生
産
量
、
消
費
量
は
多
い
が
、
生
産
効
率
が
良
い

と
は
言
え
な
い
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
の
農
協
に

類
似
し
た
組
織
も
あ
る
が
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
。

　
最
後
に
今
回
の
視
察
で
学
ば
れ
た
こ
と
が
、
今
後
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
技
術
の
向
上
に
生
か
す
こ
と
を
約
束

し
、
一
行
は
次
の
訪
問
先
へ
と
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
よ
り
視
察
団
来
訪

〜
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
陸
〜

Ｊ
Ｃ
総
研
視
察
現
地
研
究
会

　
９
月
８
日
、 

Ｊ
Ｃ
総
研
主
催
（
日
本
協
同
組
合
総
合

研
究
所
）
に
よ
る
、「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
戦

略
研
究
会
」
が
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｃ
総
研
理
事
長
は
「
日
本
海
側
で
は
初
と
な
る
視

察
現
地
研
究
会
で
す
。「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」
は

設
立
以
来
高
実
績
を
上
げ
て
お
り
、
日
本
海
側
で
は
難

し
い
と
さ
れ
て
い
る
運
営
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
学
び
、
こ
の
研
究
会
を
実
り
あ
る
も
の

と
し
、
そ
し
て
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
あ
り
方

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て

竹
内
組
合
長
よ
り
地
域
の
拠
点
と
な
る
直
売
店
経
営
の

あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
各
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
担
当
者
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
出
さ

れ
る
等
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
総
研
視
察
現
地
研
究
会

　
９
月
30
日
、
白
山
市
立
北
辰
中
学
校
で
、
石

川
県
産
米
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ラ
イ
ス
ケ
」

も
参
加
し
て
、
放
課
後
勉
強
や
部
活
動
に
頑
張

る
生
徒
へ
、
お
に
ぎ
り
３
０
０
個
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
白
山
前
田
営
農
経
済
部
長
の
、「
み
な
さ

ん
の
新
人
戦
の
活
躍
は
た
の
も
し
か
っ
た
、
こ

れ
か
ら
の
大
会
も
お
に
ぎ
り
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
て
、
生

徒
を
代
表
し
優
勝
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
部
長 

林  

怜
史
さ
ん
よ
り
「
次
の
大
会
も
お
に
ぎ
り

パ
ワ
ー
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
い
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
石
川
で
は
、
県
産
米
消
費
拡

大
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
毎
月
２
日
」
を
「
お
に

ぎ
り
の
日
」
と

定
め
、 

Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の

日
Ｊ
Ａ
能
美
か

ら
受
け
取
っ
た

た
す
き
は
こ
の

後
、 

Ｊ
Ａ
松
任

へ
リ
レ
ー
さ
れ

ま
す
。

お
に
ぎ
り
無
料
配
付
で
部
活
動
応
援

北辰中学校生徒代表 林 怜史さん（右）と
清谷 萌乃さん（左）
せ だに

はやしさと し

もえ の

　
第
14
回
ザ
・
地
産
地
消
家
の
光
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
の

藤
本
考
志
さ
ん
貴
子
さ
ん
ご
夫
妻
が
東
京
で
行
わ
れ
た
最
終
審
査
で
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
奥
様
の
貴
子
さ
ん
は
常
に
安
全
で
美
味
し
い
レ

シ
ピ
開
発
を
続
け
て
お
り
、
家
の
光
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
は
二
度
目
の
応
募

で
の
快
挙
で
し
た
。 

Ｊ
Ａ
白
山
の
米
粉
、
粒
の
大
き
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
な
め

こ
、
地
元
産
の
レ
ン
コ
ン
、
剣
先
な
ん
ば
等
使
用
し
、
審
査
員
を
う
な
ら
せ

る
一
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
30
以
上

受
賞
さ
れ
た
藤
本
さ
ん
は
「
家
の
光
に
は
と
て
も
良
い
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
が
美
味
し
さ
と
安
全
に
と
て
も
重
要
で
す
」
と
お
話

し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

最優秀賞受賞おめでとうございます！ 
★ザ・地産地消  家の光料理コンテスト★

　「食と農」「暮らし」「協同」
「家族」の４つのテーマを大
切にしながら、ＪＡを拠りどこ
ろに「農家・農村で暮らして
よかった」と実感できる魅力
的な暮らし方を提案します。 

つるぎ支店 272-1515 
大神支店 272-0620 
蝶屋支店 278-2315 

手取支店 255-5001 
白峰支店 259-2003 
経済部 273-5213 

家の光を購買しませんか 

★
最
優
秀
賞
作
品
★

加
賀
レ
ン
コ
ン
の

ピ
リ
辛
も
っ
ち
り
焼
き

お申し込みは、お近くの各支店・
経済部までよろしくお願いします。 

受賞された藤本考志さん
貴子さんご夫妻
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９
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ジ
ア
日
本
人
材
セ
ン
タ
ー
の
研
修
と
し
て
、
カ
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ジ
ア
王
国
よ
り
、

農
産
物
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加
工
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携
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政
府
関
係
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視
察
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25
名
が
、
日
本
の
農
業

技
術
を
学
ぶ
た
め
当
Ｊ
Ａ
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
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「
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熱
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。
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に
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と
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で
は
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の
約
６
割
が
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

米
の
生
産
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、
消
費
量
は
多
い
が
、
生
産
効
率
が
良
い

と
は
言
え
な
い
現
状
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
の
農
協
に

類
似
し
た
組
織
も
あ
る
が
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う
ま
く
機
能
し
て
い
な
い

と
の
こ
と
。

　
最
後
に
今
回
の
視
察
で
学
ば
れ
た
こ
と
が
、
今
後
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
農
業
技
術
の
向
上
に
生
か
す
こ
と
を
約
束

し
、
一
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は
次
の
訪
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先
へ
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向
か
わ
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ま
し
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。
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「
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海
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で
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と
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視
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現
地
研
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会
で
す
。「
よ
ら
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か
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ぇ
広
場
」
は

設
立
以
来
高
実
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を
上
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て
お
り
、
日
本
海
側
で
は
難
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と
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て
い
る
運
営
を
成
功
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
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、
こ
の
研
究
会
を
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あ
る
も
の
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し
、
そ
し
て
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ケ
ッ
ト
の
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を
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え
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た
い
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と
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長
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地
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の
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と
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の
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に
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て
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各
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担
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受
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よ
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「
次
の
大
会
も
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に
ぎ
り
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ー
で
が
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ば
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ま
す
」
と
力
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い
お
礼
の
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が
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り
ま
し
た
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プ
石
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で
は
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消
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と
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と
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て
、「
毎
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」
を
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り
の
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」
と
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め
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活
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を
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ま
す
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こ
の

日
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能
美
か

ら
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取
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た
す
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は
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の

後
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任
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ま
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に
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さ
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。
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レ
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を
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り
、
家
の
光
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
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は
二
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目
の
応
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で
の
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で
し
た
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山
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、
粒
の
大
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さ
に
こ
だ
わ
っ
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な
め

こ
、
地
元
産
の
レ
ン
コ
ン
、
剣
先
な
ん
ば
等
使
用
し
、
審
査
員
を
う
な
ら
せ

る
一
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ス
ト
で
30
以
上

受
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さ
れ
た
藤
本
さ
ん
は
「
家
の
光
に
は
と
て
も
良
い
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
地
産
地
消
が
美
味
し
さ
と
安
全
に
と
て
も
重
要
で
す
」
と
お
話

し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

最優秀賞受賞おめでとうございます！ 
★ザ・地産地消  家の光料理コンテスト★

　「食と農」「暮らし」「協同」
「家族」の４つのテーマを大
切にしながら、ＪＡを拠りどこ
ろに「農家・農村で暮らして
よかった」と実感できる魅力
的な暮らし方を提案します。 

つるぎ支店 272-1515 
大神支店 272-0620 
蝶屋支店 278-2315 

手取支店 255-5001 
白峰支店 259-2003 
経済部 273-5213 
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最
優
秀
賞
作
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賀
レ
ン
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ン
の

ピ
リ
辛
も
っ
ち
り
焼
き

お申し込みは、お近くの各支店・
経済部までよろしくお願いします。 

受賞された藤本考志さん
貴子さんご夫妻



　
９
月
23
日
、
小
柳
公
民
館
で
小
柳
町
老
人
ク
ラ
ブ
33
名

参
加
の
も
と
健
康
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
介
護
予

防
足
腰
ぴ
ん
ぴ
ん
体
操
・
ふ
る
さ
と
白
山
体
操
」
を
講
師

の
お
話
と
共
に
楽
し
く
体
を
動
か
し
、
寺
下
外
美
子
さ
ん

ら
６
名
に
よ
る
旬
の
食
材
を
使
っ
た
手
作
り
昼
食
を
頂
い

た
後
、
琴
城
流
大
正
琴
す
み
れ
会
の
演
奏
や
小
森
幸
子
社

中
に
よ
る
大
正
琴
と
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
支
援
報
告 

　
９
月
１
日
、石
川
県
庁
に
て
、

平
成
28
年
度
石
川
県
優
良
食
育

推
進
計
画
知
事
・
認
定
式
が
開

催
さ
れ
当
Ｊ
Ａ
白
山
に
「
子
ど

も
食
育
応
援
団
」
の
認
定
証
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
食
育
応
援
団
に

認
定 一 支 店 一 協 同 活 動

　「田んぼの学校プロジェクト」は、農業体
験を通して地域と密着した体験型の環境教育
を行う事業です。各地区の小学校児童たちは
米づくり体験をとおして、食への関心、生産
者の方々へ感謝の気持ちを学びます。 
　今年度も５校の小学校で実施することがで
きました。圃場のご提供、田植え、稲刈りの
ご指導にご協力いただいたみなさま、ありが
とうございました。

田んぼの学校プロジェクト
2016

田んぼの学校プロジェクト
2016

　9月26日、５年生67名が西田さんの圃場で、
小雨降る中、手際よく刈取り、コンバインでの脱
穀作業を行いました。

蝶屋小学校

　9月27日、５年生46名が農事組合法人『美川
の名水』中山さんの圃場で、夏に戻ったような日
差しの下指導を受けながら刈取りを行いました。

美川小学校

　9月12日、５・６年生が市原地区田畑さんの圃場
で刈取りし、藁で縛り、はさかけ作業を行いました。
終了後、農家の方からいなり寿司をいただきました。

白嶺小学校 

　9月26日、５年生25名が北村さんの圃場で指
導を受け、刈取り、コンバインでの脱穀作業を行
いました。

湊小学校 

　9月16日、５・６年生13名が運営委員尾田さ
んの圃場で刈取りし、藁で縛り、はさかけ作業ま
で元気に行いました。 

白峰小学校 

内　　容 ｶピザ、パスタ、ケーキ（JAよりすぐり食材使用） 
 ｶ（インタビューによる）自己紹介タイム 
 ｶ縁むすびトーク 
参 加 費 男性  6,000円 　女性  3,000円
 ｶ２名以上の女性グループでお申込みいただくと １名様 2,000円 
参加資格 男性  白山市にお住まいで25～45歳の独身の方 
 女性  20歳以上の方ならどなたでも 
申 込 先  TEL 076-272-3333 　FAX 076-273-0690 
 メール soumu@hakusan.is-ja.jp 
申 込 み 期 限　平成28年11月15日（火）　定　員　男性 20名、女性 20名 
お問い合わせ　TEL 076-272-3333 JA白山総務部総務課（担当／藤本・向）

※申込時の個人情報につきましては、今回のイベント以外には一切使用いたしません。 

平成28年11月26日（土）  16:30～20:00 
もく遊りん 食工房 （白山市八幡リ1-6） 
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JA白山が贈る 大人の恋活プロジェクト 
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８
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搗
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■営農経済部 TEL 273-5213  ■蝶屋給油所  TEL 278-4764　■尾口給油所 TEL 256-7639
※ご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

① 御自宅の容器に定期的に不足分を給油致しますので灯油切れの心配がありません。
② 通常価格より３円引きとなります。
③ 大口利用値引きを行います。（平成28年11月1日～平成29年3月15日）

JA白山本店農機センター  TEL 272-3416 

《全地区対象》　灯油大口対策
500ℓ以上、ℓあたり1.5円の利用高戻し。
800ℓ以上、ℓあたり2.5円の利用高戻し。

お問い合わせ先

《手取白峰地区に限る》　屋根消雪特別対策
1,300ℓ以上、ℓあたり3円の利用高戻し。
2,000ℓ以上、ℓあたり4円の利用高戻し。

メリット

白山市克雪化促進事業補助金が受けられます。 
補助の対象（本体価格）になる金額の４分の１ （市の審査があります）が
補助金です。 
予算に達し次第終了しますので、お早めにお問い合わせください。 

農機センター 売切れの可能性がありますので、
お早めに、ご検討ご相談ください。 

ヰセキ・クボタ他、各機種あります

女性大学事務局
（担当：総務部 藤本・鳥居） 
 TEL（076）272-3333 

便利・お得な灯油定期配送

冬の強い味方 除雪機 早期予約キャンペーン開催中

　JA白山では、食、農、暮ら
し等の様々な分野のカリキ
ュラムを通じて「自分磨き」
のための女性大学を開講い
たします。地域在住の方なら
どなたでも参加できます。お友
達と一緒にクリスマス準備はじめませんか。

自動車センター特選車情報■第５回 女性大学のご案内 
クリスマスリース作り ■スズキ キャリィトラック

自動車センター特選車情報■第５回 女性大学のご案内 
クリスマスリース作り 

日　時 ● 平成 28 年 11 月 24 日（木）
 19:30～21:00 
場　所 ● JA 白山つるぎ支店 ２階会議室 
テーマ ● 「クリスマスを手作りでむかえましょ！」 
担　当 ● 北陸電力㈱ 地域広報チーム出前講座 
会　費 ● おひとり様 1000 円 
申込み締切日 ● 11 月 18 日（金）

■スズキ キャリィトラック

グレード KC ４WD AC PS 5MT 
96.0万円当ＪＡ顧問税理士

福 田 　 正 寛

無料税務相談会
　身近にあって、でもなかなか分からない税金の
しくみ。それぞれのケースに合わせて、分かりや
すくお答えします。

要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 小坂）

●開催日時 平成28年 10月25日（火）
  11月25日（金）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

今がチャンス！ 
平成28年11月末日まで 

諸費用込 

未使用車
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特
集

2016

第100号

10
 O

ctober 第
100号

10October

（平成２８年８月末実績参考）
組合員数 6,596名（団体含）

69,699百万円
18,639百万円

2,231.4億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

701,887千円
54,534千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあいJA白山
広 報

JAだより100号記念特集

JAだよりは
創刊100号を
迎えました

ＪＡ白山収穫感謝祭ＪＡ白山収穫感謝祭ＪＡ白山収穫感謝祭2016

日時 10月16日（日）  10：00～15：00
内容 ●園児による遊戯 
 11：00　鳥越保育園 
 11：30　吉野保育所 
 ●地域文化の伝承発見 
 １２：００　尾 口 地 区   文弥人形浄瑠璃でくまわし 
 １３：００　吉野谷地区  吉野まほろば（踊り）
 １４：００　鳥 越 地 区   城山太鼓
 ●農産物の販売・経済品の販売
 　ＪＡ白山商品、自動車、農機、
 　ガス器具、暖房器具、墓石等

蝶屋支店 蝶屋支店前広場

つるぎ・大神支店 ＪＡ白山本店（多目的ホール・駐車場）

手取支店 手取支店駐車場

日時 10月23日（日）  9：00～15：00
内容 10：00 和太鼓･･･美川あっ晴太鼓 
 10：30 鼓隊演奏「新世界」･･･湊保育園（お遊戯） 
 11：00 餅つき 
 11：30 フラダンス･･･ハナサチコフラスクール 
 12：00 キッズダンス 
 12：30 民謡･･･美川民謡会 
 13：00 ジャズバンド･･･Ｍ４ 
 13：30 餅つき 
 14：00 よさこい･･･渚一世風靡 
 14：30 ビンゴ大会

日時 11月12日（土）  9：00～15：00
内容 ●地元農産物（果実、菌茸類、地元加工品等） 
 ●提携ファーマーズマーケットからの仕入
  （りんご、みかん等） 
 ●生活購買品（ガス、生活用品、耐久財、果樹） 
 ●明倫ＯＢ吹奏楽、鶴来高校太鼓、舘畑地区太鼓、
  消防梯子登り、幼稚園遊戯、 
 ●ゲーム（射的、スーパーボールすくい）、ガチャガチャ
 ●やきそば、たこ焼き、やきとり、そば、こんかにしん、うどん、
  中華まん、ドリンク、 フランクフルト、岩魚塩焼き
 ●出店：クレープ（ラフェスタ）、鯛焼き（まるしょう） 

●模擬店
　イワナ塩焼き、焼きそば、やきとり、
　フランクフルト、スイーツ、ヨーヨーすくい   

●展示品
　鳥越・吉野保育
　園児の作品展   

●模擬店
　焼きそば、牛串、フランクフルト、炊込みごはん、
　コロッケ、ソフトドリンク、スイーツ、綿菓子
●たのしい！ ビンゴ大会、バスケットビンゴ、輪投げ、
　ヨーヨーすくい 

ふるまい鍋、
ふるまい餅、おにぎり

無料配布！

ふるまい鍋、ふるまい餅
無料配布！

来場者プレゼント
レトルトご飯、

玄米茶ペットボトル

おにぎり、シシ鍋
無料配布！


